
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































"'c 1 ~ 
。、
Z 
(
士
山
)
倒
と
側
と
の
差
が
純
投
資
の
価
値
で
あ
る
。
問
問
。
舎
一1
0
1
2
同
「一一寸
、[~
l 
~ 
z 
。
も
OQlz 
111 
可:>I~
。‘z 
し一一」
(
与
吋
)
定
常
経
済
で
は
、
m
u
O
で
あ
る
か
ら
、
仰
は
0
と
な
り
、
純
投
資
は
零
で
あ
る
。
き
て
、
純
投
資
を
含
む
技
術
水
準
一
定
の
黄
金
時
代
の
発
展
的
経
済
に
お
け
る
所
得
分
配
率
の
決
定
要
因
は
何
に
か
。
両
生
産
部
門
の
生
産
函
数
は
、
。
の
ゆ
さ
H
(
円
、
の
ゆ
四
回
)
ぺ
(
同
の
ゆ
明
H
)
同
1
吋
(
士
山
)
。問さ
u
(
F
m
m
w明
同
)
R
H
(
岡
田
omH)
同
R
Z
h
w
(
k
S
)
 
資
本
利
潤
分
配
率
は
、
、
阿
南
山
由
"
が
資
本
利
潤
で
あ
り
、
こ
れ
と
消
費
財
産
出
と
純
投
資
の
和
と
し
て
の
国
民
所
得
と
の
比
率
で
あ
た
え
て、
D
で
示
す
と
、
ロ
、
|
誌
)[r-ー
ryz]+ぬ(
も
|
悶
)
J
H弓
(
ω
O
)
 
こ
の
式
で
、
生
産
要
因
の
生
産
弾
力
性
γ
と
α
と
が
決
定
要
因
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
文
耐
久
性
を
示
す
係
数
β
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
定
常
経
済
の
場
合
と
か
わ
り
な
い
が
、
さ
ら
に
、
p
と
g
と
の
関
係
が
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
き
て
い
る
事
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
乙
で
、
P
と
g
と
の
関
係
が
分
析
の
中
心
と
な
る
。
発
展
的
経
済
で
は
、
P
と
g
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
験
的
に
確
定
的
な
立
言
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
定
常
経
済
で
は
m
H
O
で
あ
る
が
、
ρ
は
正
の
値
を
と
る
か
ら
、
、
vm
と
な
る
。
発
展
的
経
済
で
も
g
が
少
さ
く
、
問
八
、
の
領
域
の
存
在
を
仮
定
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
分
析
で
は
、
g
が
小
な
る
値
を
と
る
場
合
に
限
定
し
て
検
討
す
る
乙
と
に
す
る
。
g
を
少
さ
く
と
る
と
、
近
以
的
に
側
は
つ
ぎ
の
式
で
示
す
乙
と
が
で
き
る
。
ロ
(ω
一
)
定
常
経
済
で
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
他
の
係
数
を
不
変
と
す
れ
ば
、
資
本
財
の
耐
久
期
間
の
延
長
は
、
資
本
利
潤
分
配
率
を
上
昇
せ
し
め
る
。
と
と
ろ
で
、
m
V
O
で
あ
る
と
同
Z
V
Q
そ
乙
で
、
右
の
式
の
分
母
の
値
は
小
さ
く
な
る
。
即
ち
、
成
長
経
済
で
は
、
定
常
経
済
に
比
べ
て
、
資
本
所
得
の
分
配
率
は
高
く
な
る
可
能
性
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
の
問
題
は
、
g
の
上
昇
は
D
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
解
答
の
鍵
は
酬
の
動
向
に
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
酬
を
g
に
つ
い
て
微
分
し
て
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
九
経
営
と
経
済
ニ
O
会|企
刷 IZ
z 
+ 
開
0・Ip，.
oqlZ 
¥/ 
(
印
M
)
の
条
件
が
、
g
の
上
昇
に
よ
る
利
潤
分
配
率
上
界
の
条
件
と
な
る
。
右
の
式
を
、
ZI~ 
p，.1p，. 
伺 IZ
¥/ 
(ωω) 
の
形
に
お
き
か
え
る
と
、
左
辺
は
、
成
長
率
に
関
す
る
資
本
財
の
耐
久
期
間
の
弾
力
性
を
示
し
、
資
本
利
潤
分
配
率
上
昇
の
条
件
は
こ
の
弾
力
性
が
寸
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
州
は
β
に
依
存
す
る
常
数
で
あ
る
か
ら
、
1 
cコ
(
包
)
(
印
印
)
こ
れ
を
mw
に
代
入
す
る
と
、
、loq
p，.1p，. 
oq:・b
/¥ 
(
印
∞
)
の
結
果
が
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
利
子
率
の
変
化
率
は
、
成
長
率
の
変
化
率
よ
り
小
で
あ
る
と
い
う
条
件
に
お
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ル
ド
ア
の
分
配
モ
デ
ル
で
は
、
貯
蓄
率
は
、
労
働
者
貯
蓄
と
資
本
家
貯
蓄
と
に
区
別
し
て
導
入
さ
れ
、
資
本
家
貯
蓄
率
は
労
働
者
貯
蓄
率
よ
り
大
で
あ
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
D
而
も
、
こ
れ
ら
の
貯
蓄
率
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
投
資
所
得
比
率
と
分
配
率
と
の
関
連
が
分
析
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
ソ
ロ
i
の
分
析
で
も
、
貯
蓄
率
の
概
念
が
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
g
と
P
と
の
関
係
を
検
討
す
る
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
賃
銀
所
得
の
貯
.
蓄
率
を
町
、
利
潤
所
得
の
貯
蓄
率
を
り
で
示
す
と
、
経
済
の
総
貯
蓄
は
、
∞o
t
l
q
4
4
4宅岡、。さ
+
q
ヘも同角川明
(
印
吋
)
貯
蓄
と
投
資
と
は
ひ
と
し
い
と
お
け
ば
、
間一問。明
H
H
q
d
i喝
F
O
宮
+
q
もも問。明骨
問
一
問
。
宮
ー
も
問
。
宮
H
Q
.
4‘当
Fhwき
+
q
もも問。
m
H
l
、問。明再
(
印
∞
)
問
。
宮
(
問
|
、
)
H
q
=
当
FAW
さ
ー
も
問
。
開
国
(
一
i
q
も)
同
(
m
l
、
)
H
q
喧当
F
ー
、
同
(
一
l
q
も)
(
印
∞
)
賃
銀
貯
蓄
が
利
潤
よ
り
の
消
費
支
出
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
m
l
、
v
o
、
逆
に
小
で
あ
れ
ば
、
ン
の
最
も
簡
単
な
モ
デ
ル
で
は
、
q
唱
目
。
、
q
も
u
一
で
あ
っ
た
。
乙
の
場
合
、
問
問
H
q
も
同
よ
り
、
m
H
、
が
成
立
す
る
。
資
本
の
蓄
積
率
は
利
潤
率
に
ひ
と
し
い
と
い
う
ノ
イ
マ
ン
定
理
を
あ
た
え
る
。
つ
ぎ
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
的
な
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
階
級
の
支
出
を
導
入
す
る
と
、
q
=
H
O
、
q
も
八
一
、
、
そ
こ
で
、
間
ー
も
八
口
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
間
八
、
と
な
る
。
利
潤
率
は
、
全
体
と
し
て
の
経
済
の
成
長
率
よ
り
大
で
あ
り
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
支
出
だ
け
投
資
を
超
過
す
る
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
C
と
く
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。
同
一
の
利
潤
率
を
も
っ
た
諸
々
の
黄
金
時
代
の
経
済
に
あ
っ
て
も
、
成
長
率
は
異
る
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
の
支
出
性
向
が
高
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
投
資
に
た
い
す
る
消
費
の
比
は
相
対
的
に
大
で
あ
る
か
ら
、
経
済
の
成
長
率
は
低
く
な
る
。
最
後
に
3
副
作
。
、
即
ち
労
働
者
も
貯
蓄
す
る
と
し
よ
う
。
既
述
の
と
と
く
、
賃
銀
よ
り
の
貯
蓄
が
、
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
支
出
を
越
え
る
と
き
は
経
済
成
長
率
は
利
潤
率
よ
り
利
潤
は
、
大
と
な
る
。
一
般
的
に
、
労
働
者
貯
蓄
は
そ
れ
自
体
利
潤
に
た
い
す
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
支
出
は
利
潤
に
た
い
す
る
プ
ラ
ス
の
効
果
、
即
ち
当
E
0
4モ
ω
2
5
0
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
D
カ
ル
ド
ア
モ
デ
ル
で
は
、
q
も
V
P
が
安
定
条
件
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
聞
の
分
析
経
営
と
経
済
さ
ら
に
、
g
と
P
と
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
ソ
ロ
l
は
、
利
潤
の
貯
蓄
率
を
ρ
の
増
加
函
数
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
3
1
0
の
場
合
は
、
同
日
、
qも
そ
こ
で
、
g
が
外
生
的
に
あ
た
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
P
も
き
ま
る
。
レ
ン
テ
イ
ヤ
i
支
出
の
あ
る
場
合
、
既
述
の
と
と
く
、
(
m
O
)
 
、リV
伺
側
式
を
g
に
つ
い
て
微
分
し
て
、
&ip. 
0Cl1、
<:> 
+ 
円
同
q
も
晶
、
/¥ 
(∞一)
の
結
果
を
う
る
か
ら
、
Z
+
m
ー山川一〉
o
(∞
N
)
 
の
利
潤
分
配
率
上
昇
の
条
件
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
、
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
支
出
の
あ
る
場
合
、
利
潤
貯
蓄
率
が
利
潤
率
の
増
加
函
数
で
あ
れ
ば、
g
の
上
昇
は
、
資
本
利
潤
分
配
率
の
上
昇
を
結
果
す
る
。
黄
金
時
代
の
経
済
の
基
本
的
な
特
徴
の
一
つ
は
、
商
品
に
た
い
す
る
需
要
が
、
経
済
の
成
長
率
に
一
致
し
て
、
時
間
的
に
上
昇
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
、
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
支
出
を
導
入
し
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
レ
ン
テ
イ
ヤ
l
階
級
を
含
む
黄
金
時
代
の
経
済
が
二
定
の
成
長
率
で
も
っ
て
成
長
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ご
八
一
で
、
而
も
一
定
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
乙
の
乙
と
は
、
消
費
水
準
が
ま
た
富
と
と
も
累
進
的
に
上
昇
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
つ
ぎ
に
、
D
八
q
唾
八
一
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
ソ
ロ
l
は、
ぬ
乙
と
を
意
味
す
る
。
よ
り
d
『
F
o
m
H
m
u
q
項
目
|
問
問
吋
l
+
q
三
い
ま
国
民
所
得
を
Y
で
示
す
と
m
l
¥
J
町
内
、
f
ー
も
問
。
宮
/
・
l
|
判
|
H
2
f
I
M
同
制
州
E
L
4
qも
切
ー
H
P
(
」
昨
同
)
+
qも
何
日
、
(
q
唱
し
酌
同
)
+
2
側
よ
り
、
つ
ぎ
の
式
を
誘
導
す
る
+ 
そ
乙
で
、
倒
式
で
示
さ
れ
る
条
件
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ロ11
It;j 
+ 
色I~
¥/ 
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
臨
の
分
析
3
は
ま
た
p
の
函
数
と
仮
定
し
て
、
側
(∞
ω) 
(
∞
与
)
(
∞
印
)
(∞
) 
(
∞
吋
)
経
営
と
経
済
ニ
四
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
q
も
も
q
耳
も
と
も
に
p
の
増
加
函
数
で
あ
る
と
、
乙
の
条
件
は
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
潤
分
配
率
は
成
長
率
の
上
昇
と
と
も
に
上
昇
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
黄
金
時
代
の
経
済
に
お
い
て
、
異
っ
た
経
済
成
長
率
が
、
利
潤
分
配
率
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
か
は
、
貯
蓄
率
の
動
向
を
通
じ
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。
g
の
外
生
的
変
化
は
、
β
が
不
変
で
あ
る
か
ぎ
り
、
N
の
変
化
を
通
じ
て
p
を
変
化
せ
し
め
る
。
p
の
変
化
は
貯
蓄
率
を
変
化
せ
し
め
る
。
四
以
上
の
分
析
は
技
術
的
進
歩
を
捨
象
し
た
恒
常
的
成
長
経
済
に
お
け
る
所
得
分
配
率
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
現
実
的
に
は
経
済
の
進
歩
は
、
技
術
水
準
の
上
昇
を
含
む
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
モ
デ
ル
は
、
技
術
進
歩
を
含
む
黄
金
時
代
の
経
済
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
乙
の
場
合
、
技
術
進
歩
は
、
一
人
当
り
産
出
高
の
上
昇
程
度
で
測
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
黄
金
時
代
の
技
術
的
進
歩
は
中
立
的
性
格
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
中
立
的
技
術
進
歩
の
意
味
す
る
と
乙
ろ
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
経
済
体
系
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
と
っ
て
、
一
人
当
り
産
出
高
を
相
ひ
と
し
く
上
昇
せ
し
め
る
よ
う
な
技
術
進
歩
は
中
立
内
U
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
財
生
産
部
門
の
一
人
当
り
産
出
高
が
、
消
費
財
生
産
部
門
の
一
人
当
り
産
出
高
よ
り
よ
り
上
昇
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
技
術
進
歩
は
、
資
本
節
約
的
で
あ
り
、
逆
に
、
消
費
財
生
産
部
門
の
方
が
よ
り
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
資
本
使
用
的
な
技
術
進
歩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
分
析
で
、
最
も
重
要
な
用
具
で
あ
り
、
ウ
イ
ク
セ
ル
的
な
生
産
期
聞
に
対
応
す
る
実
質
資
本
比
率
と
い
う
概
念
の
点
か
ら
、
技
術
進
歩
を
考
察
す
る
と
、
「
二
つ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
聞
の
中
立
的
関
係
と
は
、
優
れ
た
技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
産
出
量
一
単
位
当
り
の
労
働
と
、
産
出
量
一
単
位
当
り
の
労
働
時
間
表
示
の
資
本
が
、
諸
技
術
の
全
域
に
わ
た
っ
て
、
同
一
の
割
合
で
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
二
つ
の
技
術
水
準
を
比
較
す
る
場
合
、
利
潤
率
を
不
変
と
し
て
、
実
質
資
本
比
率
が
不
変
で
あ
る
よ
う
な
技
術
進
歩
を
中
立
的
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
β
技
術
か
ら
伊
技
術
に
進
歩
し
た
と
想
定
し
よ
う
。
、
問
、
T
j
問、
β
技
術
で
の
実
質
資
本
比
率
を
i
i
+
技
討
て
の
実
質
資
本
比
率
を
l
で
一
下
そ
う
。
p
を
一
定
と
し
4
『
F
β
語
、
一
円
-
て、
問
問
、
4『
F
1
4
司、
F
、
し
た
が
っ
て
消
費
財
で
測
ら
れ
た
一
人
当
り
資
本
は
、
実
質
賃
銀
率
と
同
じ
率
で
上
昇
す
る
。
ま
た
、
実
質
賃
銀
率
の
上
昇
割
合
は
、
高
の
上
昇
率
に
ひ
と
し
く
、
資
本
係
数
は
不
変
の
ま
ま
に
残
る
。
実
質
資
本
比
率
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
、
右
に
明
ら
か
で
あ
る
と
と
く
、
消
費
財
で
測
っ
た
資
本
労
働
比
率
が
不
変
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
「
重
要
な
こ
と
は
、
産
出
高
一
単
位
当
り
一
人
当
り
産
出
の
資
本
の
価
値
と
、
被
雇
用
者
一
人
当
り
の
資
本
の
価
値
と
の
聞
の
区
別
を
確
実
に
は
あ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
技
術
の
進
歩
し
つ
つ
あ
る
経
済
で
は
、
産
出
高
一
単
位
当
り
の
資
本
は
、
長
期
的
に
は
、
多
少
と
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
が
、
被
雇
用
者
一
人
当
り
の
資
本
は
制
着
実
に
増
加
し
て
い
る
o
」
多
く
の
成
長
モ
デ
ル
で
は
、
技
術
的
進
歩
を
含
む
恒
常
的
な
成
長
均
衡
の
条
件
を
申
立
的
技
術
進
歩
の
性
格
に
お
い
て
い
る
が
、
現
実
的
に
は
凡
て
の
技
術
進
歩
が
こ
の
型
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
な
い
D
「
如
何
な
る
経
済
に
お
い
て
も
、
技
術
進
歩
が
正
確
に
中
立
的
で
あ
る
と
期
待
す
べ
き
理
由
は
な
い
が
、
同
時
に
ま
た
、
い
づ
れ
か
の
方
向
へ
の
体
系
全
体
の
偏
侍
を
期
待
す
べ
き
理
由
も
な
い
。
諸
々
の
資
本
使
用
的
革
新
は
、
商
品
で
測
っ
た
機
械
の
費
用
を
増
加
せ
し
め
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
安
価
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
方
法
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
特
別
の
動
機
を
企
業
家
た
ち
に
与
え
る
。
諸
々
の
資
本
節
約
的
革
新
は
、
消
費
部
門
に
労
働
不
足
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
二
五
経
営
と
経
済
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
、
企
業
家
た
ち
に
生
産
力
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
特
別
の
動
機
を
与
え
る
傾
き
が
あ
る
。
各
型
の
偏
侍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
偏
侍
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
傾
向
を
も
っ
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
、
技
術
進
歩
の
方
向
に
、
永
久
的
な
偏
侍
が
あ
ろ
う
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
あ
る
偏
侍
が
、
い
づ
れ
か
の
方
向
に
、
相
当
期
欄
に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
|
お
そ
ら
く
、
的
H
あ
る
偏
侍
の
局
面
が
他
の
偏
侍
の
局
面
と
交
替
し
な
が
ら
ー
ー
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
と
こ
ろ
で
、
生
産
部
門
を
二
部
門
に
区
分
し
た
場
合
、
中
立
的
技
術
進
歩
は
、
消
費
財
生
産
部
門
と
資
本
財
生
産
部
門
と
で
は
、
労
働
係
数
は
同
一
の
率
で
減
少
し
、
資
本
係
数
は
両
部
門
で
不
変
で
あ
る
場
合
に
存
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
の
解
釈
は
ハ
ロ
ッ
ド
や
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
た
、
資
本
財
生
産
部
門
で
の
資
本
節
約
的
な
技
術
進
歩
が
消
費
財
生
産
部
門
で
の
労
働
節
約
的
な
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
丁
度
相
殺
さ
れ
、
利
潤
率
一
定
で
、
平
均
資
本
係
数
を
一
定
な
ら
し
め
る
よ
う
な
状
態
で
も
全
体
と
し
て
は
偏
侍
の
な
い
技
術
進
歩
と
考
え
る
乙
と
一一六
が
で
き
よ
う
。
ソ
ロ
i
は
、
中
立
的
技
術
進
歩
を
導
入
し
た
発
展
的
経
済
に
お
け
る
所
得
分
配
パ
タ
ー
ン
決
定
要
因
を
検
討
す
る
場
合
、
消
費
財
生
産
部
門
に
は
技
術
進
歩
を
導
入
し
て
い
る
が
、
資
本
財
生
産
部
門
に
は
、
技
術
進
歩
は
入
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ソ
ロ
i
の
仕
方
か
ら
、
中
立
的
技
術
進
歩
を
解
釈
す
る
と
、
消
費
財
生
産
部
門
で
は
資
本
係
数
と
労
働
係
数
と
は
同
一
割
合
で
減
少
す
る
が
、
資
本
財
生
四
産
部
門
の
資
本
係
数
と
、
労
働
係
数
と
は
と
も
に
不
変
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
中
立
的
技
術
進
歩
を
ソ
ロ
l
的
に
あ
た
え
て
、
両
生
産
部
門
の
生
産
函
数
を
つ
ぎ
の
ご
と
く
あ
た
え
よ
う
。
。。。(明
+
L
C
H
U
O
L
F
H
(
H
A
O
m
H
)
吋(問。。由同)同
l
吋
(∞∞) 
。問。明
H
H
(
F
問。宮
)
h
H
(
何回。四
J
同i
a
z
ーも
(∞∞) 
乙
乙
で
、
、
ん
は
技
術
の
進
歩
率
を
示
す
係
数
で
あ
る
。
実
質
賃
銀
率
と
資
本
財
の
用
役
価
格
は
、
と
も
に
λ
で
示
き
る
率
で
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
技
術
進
歩
の
あ
る
黄
金
時
代
の
経
済
で
は
賃
銀
率
、
資
本
財
用
役
価
格
は
当
。
"
、
円
。
三
の
記
号
で
示
さ
れ
る
。
用
役
価
格
、
賃
銀
の
変
化
は
、
勿
論
、
資
本
財
の
価
格
、
耐
久
期
聞
に
影
響
を
あ
た
え
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
、
企
業
家
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
財
用
役
価
格
の
上
昇
は
、
そ
れ
だ
け
利
潤
率
の
低
下
を
意
味
す
る
。
新
し
い
資
本
財
価
格
は
つ
ぎ
の
式
で
あ
た
え
ら
れ
る
。
"t>1円
1φ 
(>-'1ユ
/戸『、
。
でb
〉、，
z 
、-..../
(
吋
(
〕
)
(も
l
y
)
Z
は、
β
の
み
に
依
存
す
る
常
数
で
あ
る
こ
と
は
前
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
申
立
的
技
術
進
歩
の
あ
る
場
合
の
N
は
、
技
術
進
歩
の
な
い
場
合
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
ろ
う
。
資
本
利
潤
分
配
率
は
ω式
で
ρ
と
(
も
l
y
)
と
を
入
れ
か
え
て
、
ρ' 
乙
乙
で
、
U 
1 
(
-
l
Q
)
(
、l
y
)
Z
(、l
y
-
-『
開
)
Z
+
h
H
(
N
l
(
、l
v
r
)
Z
)
(
吋
一
)
β
が
不
変
で
あ
る
か
ぎ
り
、
技
術
進
歩
を
導
入
し
て
も
州
と
守
!
と
Z
と
は
同
じ
値
を
と
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
中
立
的
技
術
進
歩
の
導
入
は
、
所
得
分
配
に
何
ら
の
影
響
を
あ
た
え
な
い
と
結
論
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
酬
の
動
き
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
い
ま
、
g
を
不
変
と
し
て
、
、
ん
の
み
変
化
す
る
と
仮
定
し
よ
う
。
州
は
β
に
依
存
す
る
。
そ
こ
で
、
β
が
不
変
(、l
y
)
Z
は
β
に
依
存
す
る
。
そ
こ
で
乙
れ
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
た
め
に
は
、
p
で
あ
れ
ば
P
の
変
化
は
N
を
変
化
せ
し
め
る
。
の
変
化
量
と
、
ん
の
変
化
量
と
が
正
確
に
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
で
な
い
と
N
が
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
酬
も
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
利
潤
分
配
率
を
変
化
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
乙
、
に
再
び
貯
蓄
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
、
ソ
ロ
l
は
、
投
資
即
ち
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
価
値
の
増
分
を
求
め
る
の
に
、
増
加
率
と
し
て
、
率
を
ρ
で
示
し
て
、
そ
の
均
等
式
と
し
て
(
m
+
v
r
)
を
お
き
、
貯
蓄
に
つ
い
て
は
、
利
潤
(
m
+
v
r
)
問
。
(
明
+
と
H
H
q唱
当
F
O
(
明
+
と
H
+
qも
も
問
。
(
四
十
こ
H
(
吋
M
)
を
お
く
。
労
働
者
は
、
貯
蓄
し
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
二
七
経
営
と
経
済
二
入
(
m
+
V「
)
問
。
(
明
+
と
骨
H
q
も
、
問
。
(
明
+
と
同
(
m
+
y
)
H
q
も、
貯
蓄
率
り
は
p
の
増
加
画
数
と
し
、
g
を
一
定
と
仮
定
し
て
、
仰
を
λ
に
つ
い
て
微
分
し
て
、
(
吋
ω)
品
円
四
、
¥
.
‘
，
一
H
|
恥
判
|
f
q
も
園
、
角
田
、
向
田
v
r
!
q
も
+
、
円四
q
色
、
(一三)
乙
の
式
よ
り
、
右
辺
が
ー
よ
り
小
で
あ
れ
ば
品
Y
V
晶
、
、
ー
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
品
Y
八
円
問
、
で
あ
る
。
し
、
島
Y
八
也
、
で
あ
れ
ば
N
は
減
少
す
る
。
乙
こ
で
も
、
耐
久
期
間
の
延
長
は
、
利
潤
分
配
率
を
上
昇
せ
し
め
る
。
N
が
延
長
す
る
条
件
円四
y
V也
、
で
あ
る
と
、
N
は
増
大
は、
g
を
一
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
・
3
円四
q
も
/
占
t
b
司
、
出
制
|
¥
-
で
示
さ
れ
る
。
λ
の
上
昇
に
た
い
し
て
N
が
延
長
す
る
た
め
の
条
件
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
島一
Z，
数
で
あ
り
、
乙
れ
を
、
ん
に
つ
い
て
微
分
し
て
〕
判
|
V
O
と
お
け
ば
よ
い
。
(
え
い
)
(、l
y
)
Z
は
常
c:l-Ic:l-
?"IZ 
r-、
"t> 
y 
、-/
z 
/戸『、
2
Z
(一
ー
山
山
l
)
(
吋
印
)
仰
に
仰
を
代
入
し
、
こ
れ
が
正
で
あ
る
条
件
が
、
技
術
進
歩
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
資
本
財
の
耐
久
期
聞
が
延
長
す
る
条
件
で
あ
る
。
、l
y
/戸『、
q 
+ 
"t> 
内 Ic:l-
さI~
(
誠
一
)
明
ら
か
に
、
利
潤
貯
蓄
率
が
大
で
、
p
の
変
化
に
対
応
す
る
の
の
変
化
の
反
応
が
大
で
あ
る
こ
と
は
、
技
術
的
進
歩
が
利
潤
分
配
率
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
は
勿
論
g
を
固
定
的
に
仮
定
し
た
場
合
で
あ
る
。
g
を
一
定
と
せ
ず
、
g
を
λ
の
函
数
で
あ
る
場
合
を
考
え
よ
う
。
利
潤
分
配
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
は
、
酬
が
入
の
導
入
ま
た
は
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
す
る
場
合
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
乙
で
、
酬
を
、
ん
に
つ
い
て
微
分
し
て
+ 
c:l-Ic:l-
?"IZ 
m 
¥/ 
(一コ)
つ
ぎ
に
、
常
数
定
!
と
Z
を
、
ん
に
つ
い
て
微
分
し
て
、
(
吋
∞
)
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
二
九
経
営
と
経
済
さ
ら
に
、
ωを
、
ん
に
つ
い
て
微
分
し
て
、
O 
(
吋
∞
)
仰
に
仰
を
代
入
し
て
、
ね
Z
+
{
J峠戸
z
m
〉
o
(∞O
)
 
~I司令
¥/ 
Cコ
(∞一)
ωに
仰
を
代
入
し
て
、
:品
(∞N
)
 
の
結
果
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
式
が
、
技
術
進
歩
率
と
成
長
率
g
と
が
相
互
に
依
存
的
で
あ
る
場
合
の
資
本
利
潤
分
配
率
上
昇
の
た
め
の
条
件
を
示
し
て
い
る
。
g
が
λ
の
上
昇
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
場
合
に
は
ω式
は
側
式
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ウ
イ
ク
セ
ル
は
、
流
動
的
な
資
本
に
つ
い
て
は
、
生
産
期
間
乃
至
投
資
期
間
の
概
念
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
の
、
ブ
ド
l
酒
や
樹
木
の
成
熟
に
よ
っ
て
例
示
さ
れ
る
旬
。
伊
豆
E
E件
l
l
u
E
5
0ロ
仲
間
】
三
の
モ
デ
ル
を
展
開
し
、
固
定
的
資
本
財
に
つ
い
て
は
、
斧
に
よ
っ
て
例
示
さ
れ
る
句
。
伊
豆
百
℃
5
1
2。
者
。
ロ
仲
間
》
己
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
資
本
財
の
耐
久
期
間
と
生
産
要
因
価
格
と
の
連
関
問
題
を
分
析
の
焦
点
に
お
い
た
。
そ
し
て
、
ウ
イ
ク
セ
ル
の
資
本
理
論
の
展
開
を
通
じ
て
見
出
さ
れ
る
根
本
的
な
分
析
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
時
間
的
要
素
を
導
入
し
た
ワ
ル
ラ
ス
的
一
般
均
衡
理
論
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
ク
セ
ル
の
分
析
は
、
最
後
ま
で
、
静
態
的
分
析
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
乙
と
は
な
か
っ
た
が
、
動
学
理
論
発
展
へ
の
素
地
は
十
分
に
持
っ
て
い
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
や
ソ
ロ
l
の
分
析
は
、
近
代
理
論
の
動
学
化
傾
向
に
そ
く
お
う
し
た
と
乙
ろ
の
、
ウ
イ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
の
動
学
的
発
展
と
看
倣
し
て
も
よ
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
ウ
イ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
の
動
学
的
要
素
を
、
ウ
イ
ク
セ
ル
効
果
の
解
明
を
通
じ
て
て
き
は
つ
し
、
ソ
ロ
l
は
、
資
本
財
の
耐
久
期
間
と
経
済
の
成
長
率
や
技
術
進
歩
率
と
の
関
連
を
考
察
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
の
中
に
陽
表
的
或
は
陰
伏
的
に
示
さ
れ
て
い
た
所
得
分
配
率
の
問
題
に
関
す
る
命
題
を
、
定
常
経
済
か
ら
発
展
的
経
済
に
拡
張
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
発
展
的
経
済
へ
の
拡
張
と
い
っ
て
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
所
得
分
配
率
命
題
の
場
は
、
す
べ
て
、
所
謂
黄
金
時
代
の
名
称
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
均
衡
的
成
長
経
済
で
あ
っ
て
、
不
均
衡
的
成
長
過
程
の
経
済
は
依
然
と
し
て
分
析
視
角
の
外
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
ソ
ロ
l
の
分
析
も
、
た
ん
に
、
資
本
財
の
耐
久
期
間
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
資
本
家
的
経
済
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
ウ
イ
ク
セ
ル
的
で
も
あ
る
が
、
成
熟
期
間
乃
至
投
資
期
間
と
耐
久
期
間
と
を
同
時
的
に
含
む
と
乙
ろ
の
2。
項
目
ロ
匂
5
1
2。
者
。
ロ
G
E
モ
デ
ル
に
お
け
る
所
得
分
配
率
の
決
定
要
因
の
分
析
は
あ
た
闘
え
ら
れ
づ
に
お
わ
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
ソ
ロ
l
分
析
で
は
、
資
本
財
の
耐
久
性
延
長
の
難
易
を
示
す
係
数
β
は
外
生
的
に
あ
た
え
ら
れ
こ
れ
と
技
術
進
歩
率
、
ん
と
は
独
立
的
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
。
発
展
的
な
経
済
に
お
い
て
は
、
資
本
財
の
耐
久
性
は
大
き
く
技
術
進
歩
の
程
度
に
依
存
す
る
。
β
と
λ
と
を
完
全
に
独
立
的
と
仮
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
分
析
の
結
論
が
適
用
さ
れ
う
る
限
界
を
狭
め
る
こ
と
に
な
る
。
註
ω
「
冨
-
F
何百回岡田
ω
P
わ
州
凶
同
】
伊
丹
ω
-
E
H色
即
同
国
ω同
門
ロ
己
ロ
円
0
・
一
自
由
・
剛
M
3
2
2・〈・
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
(2) 
経
営
と
経
済
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
ウ
イ
グ
セ
ル
資
本
理
論
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ウ
イ
グ
セ
ル
の
分
析
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
主
た
る
困
難
は
、
種
々
異
れ
る
資
本
量
を
も
っ
諸
々
の
静
態
と
、
時
の
経
過
の
中
で
進
行
す
る
蓄
積
の
過
程
と
の
聞
の
比
較
を
、
彼
は
同
時
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
す
で
に
知
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
根
本
命
題
は
、
議
論
の
二
つ
の
部
門
に
お
い
て
も
等
し
く
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
二
つ
の
部
門
は
分
離
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
十
分
に
理
解
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
F
m
o
Eロ
g
p
J
E
O
〉
n
O
P
EC-ω
己
。
ロ
。
同
わ
ω
℃
芹
巳
・
同
》
・
ω∞吋・
(3) 
戸
間
巳
色
。
♂
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Z
E
E
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叶
F
0
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1
2
。
向
。
2
2
5
E
E
R
-
-
M
N
2芯
要
。
同
開
。
。
ロ
。
B
古
ω
Z門出
2
・
〈
。
-
-
凶
出
口
・
(
s
m
m・-
m∞)
当
正
。
4
『.田口
2
8
理
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
所
得
分
配
の
巨
視
的
経
済
理
論
」
(
経
営
と
経
済
第
四
O
年
第
一
冊
)
及
び
拙
稿
「
叶
Z
4
5・
(4) 
島
04『.聞の円
5
0
、
吋
町
。
。
ミ
再
論
」
(
経
営
と
経
済
第
四
一
年
第
一
冊
)
参
照
。
(5) 
カ
ル
ド
ア
が
生
産
力
関
係
を
無
視
し
た
乙
と
に
つ
い
て
、
ワ
イ
ン
ト
ロ
1
プ
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
批
判
し
て
い
る
。
「
生
産
力
関
係
を
見
落
す
と
と
は
、
経
済
過
程
に
お
け
る
若
干
の
重
要
な
原
図
的
変
数
を
オ
ミ
ッ
ト
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
」
「
生
産
力
現
象
を
排
除
し
て
、
投
資
量
や
消
費
性
向
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
経
済
過
程
の
不
完
全
な
見
方
で
あ
る
。
均
衡
は
、
支
出
条
件
と
生
産
力
条
件
と
が
と
も
に
み
た
さ
れ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。
生
産
と
雇
用
の
車
輸
を
回
転
せ
し
め
る
も
の
は
雇
用
決
意
で
あ
り
、
供
給
の
測
面
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
現
実
の
需
要
支
出
は
、
価
格
、
産
出
高
、
所
得
の
分
け
前
の
最
終
的
均
衡
裁
定
に
お
い
て
そ
の
役
割
を
演
ず
る
。
今
日
の
雇
用
が
、
明
日
成
熟
す
る
物
理
的
生
産
物
に
向
け
ら
れ
る
進
歩
的
経
済
に
あ
っ
て
は
、
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
限
界
生
産
力
評
価
を
基
礎
と
し
た
企
業
者
の
期
待
的
雇
用
行
為
で
あ
る
。
」
ワ
イ
ン
ト
ロ
1
プ
の
ね
ら
い
は
、
所
得
分
配
パ
タ
ー
ン
決
定
に
お
け
る
需
要
関
係
と
生
産
力
関
係
の
線
合
で
あ
っ
た
。
ω・4
司
Z
E
Eロ
y
k
p
p
〉
問
者
同
O
R
F
Z
J司四回。、吋四回
。
ζ
。
片
岡
ロ
n
o
g
o
ロ
Z
可
与
E
Z
P
S
m∞・同】・
8my--u
・
8
m
・
も
っ
と
点
、
ブ
イ
シ
ド
レ
イ
は
カ
ル
ド
ア
モ
デ
ル
を
新
古
典
派
的
な
限
界
生
産
力
理
論
の
特
殊
な
ケ
1
ス
と
看
倣
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
N・ヨロ円四
E
F
-
-明
。
。
ロ
。
自
古
の
8
4
2
v
g仏
吋
四
百
ロ
Z件
同
5
E
Z
o
ω
冨
同
何
回
.
J
吋
v
o
m
O
1
0
4『
。
同
開
。
。
ロ
。
自
古
ω神戸同門山吉叫・
s
m
0
・
u
・コ∞・
(6) 
こ
の
点
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
い
う
。
「
ア
ッ
カ
1
マ
ン
博
士
の
問
題
に
関
す
る
ウ
イ
グ
セ
ル
の
論
文
は
、
決
し
て
読
み
易
い
も
の
で
は
な
い
が
、
ー寸
(7) 
価
値
・
資
本
お
よ
び
地
代
」
の
英
訳
版
の
出
現
は
、
よ
り
や
さ
し
い
説
明
に
注
目
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
説
明
は
、
ウ
イ
グ
セ
ル
の
資
本
理
論
へ
の
貢
献
が
如
何
に
透
徹
し
た
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
限
界
が
那
辺
に
存
ず
る
か
を
明
確
に
す
る
に
役
立
っ
て
い
る
。
」
口
回
。
〉
2
ロ
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己
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吉
ロ
え
れ
ax巴・同】・
ω
8・
杉
山
訳
四
三
二
頁
。
ア
ッ
カ
1
マ
ン
H
ウ
イ
グ
セ
ル
的
モ
デ
ル
と
は
ウ
イ
グ
セ
ル
が
そ
の
著
「
F
2
Z
Z師
。
ロ
旬
。
-
Z
R巳
開
。
。
ロ
。
B
Mア
〈
己
・
]
[
」
の
附
録
で
展
開
し
た
「
河
2
-
ゎ
ω℃
伊
丹
包
ω
ロ
仏
同
ロ
Z
円
2
ご
を
指
し
て
い
る
。
ソ
ロ
1
は
、
ウ
イ
グ
セ
ル
が
そ
こ
で
あ
た
え
た
「
冨
三
宮
2
u
E
r己
〉
ロ
巳
可
0
2
え
〉
W
2
5
ω
ロ
〆
司
3
E
2ロ
」
の
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
所
得
分
配
率
の
決
定
要
因
を
分
析
す
る
Q
同州・冨・
ω。
-
。
君
主
Z
2
2
吋
。
者
ω丘
〉
者
F
n-so--Eロ
冨
。
仏
丘
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E
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Z
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吋
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ω
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向
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円
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F
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ロ
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E
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プ
ア
M合
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匂
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M
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(8) 
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
は
既
に
、
d
ユ
色
。
当
日
5
0
効
呆
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
拙
稿
「
レ
ン
テ
イ
ヤ
1
支
出
論
」
(
経
蛍
と
経
済
第
四
一
年
第
二
冊
)
及
び
「
当
正
。
者
ぶ
わ
円
5
0
効
果
に
関
す
る
研
究
」
(
経
営
と
経
済
第
四
二
年
第
一
冊
)
(9) 
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4
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・
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琢
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著
「
均
衡
分
析
の
基
本
問
題
」
五
二
頁
。
1
 
4
E
E
A
 
4
E
t
-
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安
井
琢
磨
「
均
衡
分
析
の
基
本
問
題
」
一
一
一
一
1
三
一
一
頁
。
ソ
P
1
は
、
固
定
資
本
財
に
つ
い
て
は
ス
ワ
ン
の
冨
2
2ロ
。
由
主
を
使
用
し
て
い
る
。
吋
・
ω4〈
ω
P
E開
。
。
ロ
。
自
古
の
円
。
豆
町
ωロ
円
山
わ
ω主
z-
kpnのロ
B
E
E
-。ロ
.
J
開
noロ
。
自
古
同
凶
作
内
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円
円
y
s
m吋
・
匂
・
ωkz・
¥12) ~13) 
ウ
イ
グ
セ
ル
の
生
命
延
長
画
数
は
次
の
形
で
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
ω
H
-
s
t
a
は
一
人
の
労
働
者
が
一
単
位
の
資
本
財
の
生
産
に
要
す
る
労
働
量
を
示
し
、
極
め
て
徴
量
の
労
働
を
示
し
て
い
る
。
k
は
常
数
、
v
は
ー
よ
り
小
な
る
技
術
的
係
数
を
示
す
。
同ハ・
4司
芯
-z己
f
Z
2
2
2・
〈
三
・
?
?
M
U
M
・
ウ
イ
グ
セ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
所
得
分
配
の
分
析
¥1必
(16) (15) 
経
営
と
経
済
四
同・
4
司
I
g
o
-
-
-
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0
2
5円何回'〈
o-・
?
?
M
2
・
同・
4
司
r
v
g
o
-
-
-
F
0
2
5
2・
〈
。
-L
・℃・
M
g・℃
-MU吋・
間
資
本
構
造
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ウ
イ
グ
セ
ル
の
資
本
構
造
論
」
(
経
営
と
経
済
、
第
四
二
年
第
四
冊
)
参
照
。
な
お
、
固
定
資
本
財
の
耐
久
性
を
含
ん
だ
資
本
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
は
F
2
2
5♂
〈
己
-
H
・同
Y
M
2
1
M
g
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
黄
金
時
代
と
い
う
概
念
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
、
ウ
イ
グ
セ
ル
資
本
理
論
の
も
つ
静
態
論
的
な
ワ
グ
を
取
除
く
た
め
に
利
用
し
た
概
念
で
あ
り
、
ソ
(w 
ロ
ー
の
使
用
と
ち
が
っ
て
中
立
的
な
技
術
進
歩
所
含
む
も
の
で
あ
り
、
ハ
ロ
ッ
ド
的
な
自
然
成
長
率
で
以
っ
て
恒
常
的
に
成
長
す
る
均
衡
経
済
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
技
術
的
進
歩
が
中
立
的
で
あ
っ
て
、
生
産
の
タ
イ
ム
パ
タ
ー
ン
を
変
化
せ
し
め
る
乙
と
な
し
に
恒
常
的
に
進
行
し
、
競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
自
由
に
作
用
し
、
人
口
が
(
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
)
恒
常
的
な
率
で
成
長
し
、
そ
し
て
蓄
積
が
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
労
働
力
に
た
い
し
て
、
正
常
生
産
能
力
を
供
給
し
う
る
に
足
る
だ
け
の
速
さ
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
利
潤
率
は
不
変
に
と
ど
ま
り
、
実
質
賃
銀
水
準
は
、
一
人
当
り
産
出
高
と
と
も
に
上
昇
す
る
傾
向
を
も
っ
。
乙
の
場
合
に
は
、
経
済
体
系
は
、
な
ん
ら
の
内
部
矛
盾
を
も
っ
て
い
な
い
。
政
治
的
な
諸
事
件
が
如
何
な
る
撹
乱
を
も
ひ
き
起
さ
ず
、
ま
た
、
企
業
家
た
ち
が
、
将
来
に
つ
い
て
確
信
を
も
ち
、
彼
等
が
過
去
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
と
同
一
比
例
の
蓄
積
率
を
も
っ
て
蓄
積
す
る
乙
と
を
欲
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
彼
等
が
、
そ
う
し
つ
.
つ
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
如
何
な
る
障
碍
も
存
在
し
な
い
。
彼
等
が
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
ぎ
り
、
経
済
体
系
は
、
な
ん
ら
の
混
乱
も
な
し
に
円
滑
に
発
展
す
る
。
年
間
総
産
出
高
と
資
本
財
存
在
量
(
商
品
表
示
で
評
価
さ
れ
た
)
は
、
そ
の
場
合
、
労
働
力
の
増
加
率
と
、
一
人
当
り
産
出
高
の
上
昇
率
と
か
ら
合
成
さ
れ
る
均
り
合
い
の
と
れ
た
一
定
率
で
、
と
も
に
増
加
し
て
ゆ
く
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
そ
黄
金
時
代
と
よ
ぶ
ζ
と
が
で
き
よ
う
。
」
〉
2
z
E
z
-
-ωtg
え
れ
与
伊
丹
巴
・
ア
包
・
黄
金
時
代
の
特
質
は
技
術
進
歩
の
型
が
、
中
立
的
で
あ
る
乙
と
で
あ
り
、
中
立
的
技
術
進
歩
の
性
質
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
的
表
現
で
は
実
質
資
本
比
率
が
不
変
、
雇
用
比
率
不
変
、
資
本
係
数
不
変
、
所
得
分
配
率
不
変
の
条
件
に
よ
っ
て
一
訳
さ
れ
る
。
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